








要約:マススクリーニングで発見されたクレチン症の知能予後の全国調査成績(第 1回)(既

報)を,IQ算出法が修正されたWISC-R知能検査法により修正した。全尺度ⅠQは88.6±18.2

と報告したものが,97.5±14.8 となった。スクリーニング以前よりは格段の上昇であるが,

一般小児の推定値(105.4±20.69)よりは低値であった。次に,今年度から開始した第 2回全

国調査の中間集計をした。93 例の IQ は 99.2±15.0 と前回より上昇したが,一般小児推定

値よりはまだ低値であった。初診時の T4,T3,TSH,日齢,臨床スコア,骨成熟度と IQ とに相

関はなかった。病型別の検討で欠損性が異所性および合成障害性より有意に低値であった。

下位項目では「組合せ」が前回同様に低かった。発見年度の新しい症例の IQ 値は高い傾向

にあった。 


